
未来につなごう エコアイランド佐渡
佐渡市の目指す脱炭素地域づくり

～環境にやさしい島・防災につよい島～

地域脱炭素フォーラム in 新潟 2025年11月6日

佐渡市長 渡辺 竜五
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2022年「脱炭素先行地域」（第1回）選定



佐渡市脱炭素に向けた取り組み 計画工程
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市役所庁舎屋上と公用車駐車場に
太陽光発電設備
1MWhの大型蓄電池を設置

市役所の消費電力を、島内で発電した電気で１００％ 賄うことが目標

脱炭素社会に向けて ～ 新庁舎のZEB化と再エネ導入の推進 ～

公用車のEV化と充電設備の整備

庁舎電力に活用 電気自動車に充電
必要な場所へ電気を供給＋

災害時には

「脱炭素と災害に強い庁舎」を同時実現

※ZEB Ready取得 一次エネルギー消費量62％削減



循環型電力供給体系の実現へ ~ 地域電力会社構想 ~

（電力売電）

佐渡市地域電力会社
創エネ電力 創エネ電力

太陽光発電(オフサイト) 木質バイオマス発電

集める 集める

東北電力送電線による託送
余った電気

木を伐採・生産増

J－クレジット販売

３５００ｋｗ

５００～１０００ｋｗ

（Co2削減量売却）

【排熱利用】

□木材乾燥

□汚泥乾燥

□温室栽培

新庁舎・避難所で水素活用
収 益

防災力強化（送電線切断時）

木材伐採 再造林

（地域電力会社と電力契約）

●１００％創エネ電力で施設運用

●１００％島内資源による電気

佐渡市（市有施設）で購入

一部収益

PPA事業 企業誘致事業

植樹

水素生成（水電解）

実証実験 委託・連携

佐渡市

連 携

地域連携

×

民間事業者との連携水素発電



エネルギーの島内循環に向けて

（令和6年2月）

91%

1% 8%

火力発電 水力発電 太陽光発電

佐渡市
電力供給力（㎾）の割合

島外エネルギー資源流出額の削減

９５

億円

現状の

島外流出資源額

再生可能エネルギーの導入

＜太陽光発電＞

＜木質ﾍﾟﾚｯﾄｶﾞｽ発電＞

＜木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電＞

島外流出資源削減額

７億５千万円

～
１１億円

2030年まで
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